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研究のねらい 
 校内 OJT を通して，外国語教育の充実を目指し，進んでコミュニケーションを

図ろうとする児童の育成を図る。 

研究・活動の概要 

 外国語の教科化に向けて，学校 OJT を核とし，学校全体が外国語に関わって研究を行った。全

学年，全クラスが研究として一つ授業を提供し，英語専科教諭をコーディネーターとして指導案

の検討，実践授業に当たった。「OJT サポート事業」も活用し，授業の在り方，流れについて指

導をいただいた。 

また，コーディネーターを中心に担任が進める授業の在り方を探り，１年間の外国語授業の流

れを確立させた。 

今回 PDCA サイクル理論を用いて実践授業を行い，その結果を教育課題研究会で発表した。 

成果と課題 

○  校内 OJT の充実という視点から外国語活動専任教員を中心とした授業研究は有効であった。

栗生小の目指す授業イメージが浸透し，教員の英語苦手意識もだいぶ緩和しているように感じ

る。 

○  PDCA サイクル理論に基づく授業研究と仙台市教育センター「OJT サポート事業」を受けての

研究は，校内研究を促進させた。教員の研究に対する意識が途切れることがなく続いたと感じ

る。 

●  教員の指導力が上がったと感じるが，どの程度，ねらいとしていた児童の育成につながって

いるのか，証明する尺度が必要であった。 
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